
平成30年４月～令和４年３月における出産費用の価格改定の状況
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⚫平成30年４月～令和４年３月における出産費用の価格改定の状況をみると、価格改定を行っていなかった分
娩取扱施設の割合が、全体の70.8％と最も多かった。次いで、増額した分娩取扱施設が26.5％であった。

⚫直近の増額改定の時期は、令和３年度(41.9％)が最も多かった。
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【平成30年４月～令和４年３月の出産費用の価格改定状況】
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【平成30年４月～令和４年３月の間での増額時期】

n=473「増額した」もしくは「増額・減額とも行った」を選択した施設が母数

14.8%(70)

19.9%(94)

23.5%(111)

41.9%(198)

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

令和３年度

令和２年度

令和元年度

平成30年度

44.3 44.8 45.3 45.8 46.6 47.2 48.0

50.3

40.0
42.0
44.0
46.0
48.0
50.0
52.0
54.0

【専用請求書から算出した全施設の出産費用（正常分娩）の推移】
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※室料差額、産科医療補償制度掛金、その他の費目を除く出産費用の合計額。請求を受けた月で計上。
(直接支払制度専用請求書データを集計)

n=1742（施設数）
※４年の期間中に複数回の増額を行っている場合は、直近の時期で計上
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（万円）


